
水
田
耕
作
に
お
け
る
本
格
的
な
営
農
活
動
が
始
ま
り
、
カ
エ
ル

の
鳴
き
声
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
物
の
活
動
も
活
発
化
し
て

き
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）
や
周
辺
地
域
で
確

認
さ
れ
た
動
植
物
の
内
、
全
国
的
に
も
数
が
減
少
し
て
い
る
貴
重

な
動
植
物
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
水
田
内
の
植
物
と
し
て
は
、
ホ
シ
ク
サ
が
生
育
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
ホ

シ
ク
サ
と
は
、
水
田
や
湿
地
に

生
育
す
る
一
年
草
で
、
8
月
か

ら
9
月
頃
に
か
け
て
先
端
に
小

さ
な
白
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。

か
つ
て
は
、
普
通
に
見
ら
れ
た

水
生
植
物
で
し
た
が
、
現
在
で

は
環
境
の
変
化
に
よ
り
姿
を
消

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

次
に
水
田
内
の
動
物
で
は
カ

ヤ
ネ
ズ
ミ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

と
は
、日
本
最
小
の
ネ
ズ
ミ
類
で
、草
原
や
水
田
内
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
の
巣
を
つ
く
り
ま
す
。
近
年
は
、
耕
作
放
棄
に
よ
る
草
地
の

減
少
に
よ
り
、
全
国
的
に
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

水
田
の
周
辺
部
で

は
、
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ

セ
リ
と
い
う
チ
ョ
ウ
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
オ

オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
と

は
、
農
地
や
里
山
周
辺

の
草
地
に
生
育
す
る

チ
ョ
ウ
で
す
が
、
和
歌

山
県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
（
絶
滅
の
危
惧
が
増

大
し
て
い
る
種
類
）
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
和
歌
山
県
北
部
か
ら
中
部
で
は
数
が

極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
貴
重
な
動
植
物
を
は
じ
め
、
蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）
や

周
辺
地
域
で
は
、
人
々
の
生
活
や
営
農
活
動
に
よ
っ
て
維
持
さ

れ
て
い
る
水
田
や
里
山
の
環
境
が
、
数
多
く
の
動
植
物
の
貴
重

な
生
育
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と
が
文
化
的
景
観
の
価
値
を
大
き
く
高
め
て
い
ま
す
。

文
化
的
景
観
と
自
然
環
境

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
そ
の
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